
〔センターの基本事項〕

〔センターの運営方針・指針等〕

〔センターの拠点整備〕

〔ボランティアセンター運営委員会〕 〔ボランティア連絡協議会〕

〔財源〕
― ○
― ○
○ ○
― ―
― ―

電 子 メ ー ル ― 

所 在 地

0261-22-1501 0261-22-7071電 話 Ｆ Ａ Ｘ

職 員 数
臨時 ― その他

開 所 日 と 時 間
平　日 8：30～17：30

行政からの補助金

社協が指定管理する「大町市総合福祉センター」内に『ボランティア室』を儲け、当会に登録いただ
いたボランティアグループは無料で使用できる。

委員構成

―

Ｈ Ｐ ア ド レ ス ― 
正規

共 同 募 金

―

―

無料

嘱託

委託料・補助金
民 間 助 成 金

社協一般会費

土日祝を除く

行政からの補助金（大町市福祉事務所）

来 所 者 数 ― 

情 報 誌
ボランティアニュース
年６回（奇数月）発行

そ の 他

独 自 財 源
共 同 募 金
委託料・補助金
民 間 助 成 金

1名 1名
―

〒398-0002　大町市大町1129番地
      大町市総合福祉ｾﾝﾀｰ　ﾊｰﾄﾋﾟｱ仁科の里

―

○

―

―

○

―

有組織の有無 休会

そ の 他

人
件
費

事
業
費

独 自 財 源

事業への関わり ―

登録グループの専用ポスト
の設置

情報掲示板・チラシ提供ス
ペースの設置

名 称 大町市ボランティアセンター運営委員会

平成16年12月から施行されている「大町市ボランティ
アセンター運営規程」の中に、運営委員会の規程がも
りこまれている。

組織の有無 休会

活動場所の提供

フリースペースの設置

資機材等の貸出

福祉体験器具等の貸出

工夫点 ―

名称 ―

ボランティア団体、学識経験者及び福祉
団体から20名以内の範囲で、市社協会長
が委嘱する。

規 約

工夫点

課題点
現在、委員会は減退している状況であ
り、平成23年度再編成し、運営委員会を
再開する。

課題点

規 約 無

過去、連絡協議会が存在していたが、役員等が負担になると休会状
態となってしまった。しかし、ボランティアから『ボランティア相
互の交流を図りたい』との意見もあり、ボランティア相互の交流の
場を目的に。

―

協議会構成 ―

≪大町市≫ 大町市ボランティアセンター 



〔業務及び事業について〕

○ ○
○
○
○

○
○
―

― ○

○ ○

○

○

○

○

その他の事業

福祉教育・ボランティア学習ボランティア活動支援
独・委
独・委
独・委

相談・コーディネート
ボランティア保険加入事務
ボランティア・ＮＰＯへの助成
各種情報提供 独・委

小中学生対象 独・委

― そ の 他 ―

高校生対象

・市内小中学校、高校へのボランティア及び講師派遣。
・小中学生ボランティア塾開講。（年9回の塾開講、講師
はボランティア団体）
・小中高校生主体で構成されているボランティア団体
『ボラ(2)クラブ』の運営補助

ボランティア講座

―

独・委

大学・短大・専門学校生対象

福祉教育協力校への助成事業 共
総 額 70,000円 １校あたり 約17,000円

・ボランティアリーダー研修会（年1回の開催）
地域のボランティア活動の参考にしていただくた
め、レクレーション講習やそのレクレーションの
コーディネート方法を学ぶ研修を企画

教員・学校関係者対象

・ボランティア交流研究集会
テーマを設定し、講師を招き皆で学ぶ機会と
して開催。
運営は社協事務局

・市民ふれあい広場
ボランティア(福祉)分野だけでなく、様々な
分野の団体が一堂にかえし開催。実行委員会
を組織し、事務局は社協が担っている。

未経験者向け 独・委

活動者向け 独・委

要請があった時点での対応

ふれあい祭り等の開催 独・委

相互交流・ネットワークづくり
ボランティアの集い ―

市内高校の選択授業の中に福祉教育があり、
授業の一環として講座を行っている。

ホームページの運営 ―

要請があった時点での対応

―

―

ボランティア広報誌・情報誌の発行

広報・啓発
共

高等学校

要請があった時点での対応

一般対象 ―

小 学 校 2校 中 学 校 2校



〔事業計画・センター運営等について〕

○連携するＮＰＯや関係機関について
　ＶＣの事業・運営において連携・協働しているＮＰＯや関係機関等はありますか？

○アドバイザー等について
　センターの運営や事業実施に関して、アドバイザー等の
　助言者はいますか？

○社協ＶＣ以外の中間支援機関について
　社協が運営するＶＣとは別に、他団体が運営する中間支
　援機関が地域内にありますか？

― ―

○センターの強みと弱みについて

○事業計画について
　毎年度の事業計画について、どのように計画を立案して
　いますか？

○センターにおける中長期計画について
　独自の中長期計画・アクションプラン等を作成していま
　すか？

担当部署・担当職員間で事業計画を立案している。

《強み》
市内小中学校及び高校との連携が強く、福祉教育が充実
している。

《弱み》
職員体制（専任の正規職員が不在）

○他市町村社協ボランティアセンターについて
　センター運営や事業実施に関して、他市町村社協ＶＣに聞いてみたいことや知りたいことなど

○ＶＣ見取り図

―

―

―

連携・協働先 連携・協働内容

― ―

― ―



ボランティアセンターの重点事業について 

事業名  大町市ボランティアリーダー研修会 

目的 

ボランティア活動は、毎日の生活の中で身近で誰にでもできることがたくさんあります。

また、福祉のまちづくりをすすめるため、地域で暮らしていくためのボランティアのはたす

役割は、地域交流や地域づくりの担い手としてますます多様化してきています。 

そして社協ボランティアセンターとして、活動情報を提供することや、各グループ間の情

報交換の場をつくることも大切です。そこでコミュニケーションをとるきっかけとなり、地

域交流会時での活用を目的にレクリエーション講習を開催しています。 

開催頻度   年 1回 

内容 

 レクレーション協会インストラクターを講師に迎え、身近なもので楽しめるレク

レーション講座を開催。 

 また、地域や各団体のボランティア活動の中で、対象者とコミュニケーションを

とる手法について、レクレーション講座の中で研修します。 

対象者  登録ボランティア団体、小地域福祉ネットワーク、一般市民 

企画のポイント 

事業成果 

 ボランティア相互の交流 

 講座の中身は、参加者が互いに交流を深める内容となっており、普段全く別の活

動をしているボランティア同士の交流を深めることができる。 

参加者の声や 

その後の動き 

など 

 早速、地域でレクレーションを実践したいとの声が高く、最近ではボランティア

団体だけでなく、一般市民としてデイサービスなどの在宅福祉事業所の職員も研修

にきている。 

事業の様子 

 

 

 


